
10
日
（
月
）
、
賃
金
が
支
払
わ

れ
て
い
な
い
従
業
員
が
全
労
連
・

埼
玉
ユ
ニ
オ
ン
（
個
人
加
入
）
に

加
入
し
て
、
㈱
ク
リ
ン
ク
ル
に
対

し
て
「
団
体
交
渉
申
し
入
れ
」
を

行
い
ま
し
た
。
（
下
記
）

市
は
、
昨
年
４
月
か
ら
㈱
ク
リ

ン
ク
ル
に
教
育
セ
ン
タ
ー
、
武
里

市
民
セ
ン
タ
ー
、
内
牧
市
民
セ
ン

タ
ー
、
大
凧
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ル
カ
イ
ト
）
に
清
掃
業
務
を

委
託
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
㈱
ク
リ
ン
ク
ル
は
従

業
員
に
賃
金
を
期
日
ま
で
に
支
払

わ
な
か
っ
た
り
、
一
部
し
か
支
払

わ
な
い
な
ど
の
違
法
行
為
を
続
け
、

７
月
21
日
現
在
で
、
従
業
員
13
名

の
未
払
い
額
は
２
０
０
万
円
を
超

え
て
い
ま
す
。
「
泣
き
寝
入
り
」

を
し
て
い
る
被
害
者
も
い
ま
す
の

で
、
未
払
い
額
は
さ
ら
に
増
え
る

状
況
で
す
。

同
日
、
全
労
連
・
埼
玉
ユ
ニ
オ

ン
は
春
日
部
市
に
対
し
て
「
㈱
ク

リ
ン
ク
ル
に
よ
る
未
払
い
賃
金
是

正
に
関
す
る
要
請
書
」
を
提
出
し
、

９
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
「
組
合

員
と
話
し
合
い
の
場
」
を
持
つ
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

話
し
合
い
を
求
め
て
い
る
内
容

は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
㈱
ク
リ
ン
ク
ル
に
対
し
て
、

２
０
２
６
年
７
月
ま
で
に
支
払

わ
れ
る
べ
き
賃
金
を
、
従
業
員

及
び
職
場
を
は
な
れ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
従
業
員
に
た
だ
ち
に

支
払
い
、
関
係
者
に
謝
罪
す
る

よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
。

②
㈱
ク
リ
ン
ク
ル
が
、
当
組
合

が
要
求
す
る
通
り
に
未
払
い
賃

金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、

被
害
を
被
っ
た
従
業
員
に
市
が

支
払
う
こ
と
。

③
こ
の
間
の
市
の
対
応
に
つ
い

て
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
㈱
ク
リ
ン
ク
ル
と

の
契
約
を
解
除
し
、
４
施
設
の

清
掃
業
務
を
早
期
に
正
常
に
戻

す
こ
と
。
正
常
化
に
あ
た
っ
て

は
、
職
場
を
は
な
れ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
従
業
員
も
対
象
に
雇

用
さ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２０２６年８月２３日（日） 日本共産党 発行 週刊 第２６２８号

全
労
連
・
埼
玉
ユ
ニ
オ
ン
と
春
労
連

㈱
ク
リ
ン
ク
ル
に

団
体
交
渉
申
し
入
れ
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未
払
い
賃
金
は

２
０
０
万
円
以
上

春
日
部
市
に
は
「
賃
金

是
正
に
関
す
る
要
請
書
」

㈱クリンクル

代表取締役 笹沼芳文 様

全労連・埼玉ユニオン

団体交渉申し入れ書 （前文・略）

１、交渉日時 2026年8月31日（月）まで

２、交渉場所 市内の貴職が指定する会場

３、要求事項

①2026年7月までに支払われるべき賃金を直ち

に全額支払うこと。

②現在も職場に勤務している従業員には、指

定された期日通りに賃金を支払うこと。

③長期にわたる賃金の未払いについて、すべ

ての関係者に謝罪し、相応の慰謝料を支払

うこと。

④この問題については、全労連・埼玉ユニオ

ンと春日部労連がすべての責任を負ってい

るので、例えば従業員に個別に働きかけを

する不当労働行為は決して行わないよう付

言する。



 
 

                         

      

８
月
３
日
か
ら
９
日
に
、
広

島
と
長
崎
で
原
水
爆
禁
止
２
０

２
６
年
世
界
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
春
日
部
市

委
員
会
の
代
表
と
し
て
参
加
し

た
、
粕
壁
東
在
住
の
上
岡
さ
ん

に
大
会
の
様
子
や
感
想
を
聞
き

ま
し
た
。『
』
が
上
岡
さ
ん
の
感

想
で
す
。 

     

４
日
の
開
会
総
会
で
は
、
富

田
宏
治
国
際
会
議
宣
言
起
草
委

員
長
が
、
主
催
者
報
告
を
行
い

ま
し
た
。 

 

日
本
被
団
協
の
箕
牧
智
之
代

表
委
員
は
、「
国
民
一
人
ひ
と
り

に
、
平
和
を
つ
く
り
あ
げ
る
努 

     

力
を
お
願
い
し
た
い
。
人
類
が

生
き
延
び
る
に
は
、
核
兵
器
廃

絶
の
道
を
選
ぶ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
代
表
の

ア
ン
ト
ン
・
ワ
イ
ン
ウ
ィ
ス
ロ

ツ
キ
参
事
官
は
、「
核
兵
器
禁
止

条
約
は
、
私
た
ち
の
生
存
の
た

め
に
必
要
」
と
語
り
ま
し
た
。 

め
る
政
治
に
変
え
る
た
め
共
同

を
広
げ
た
い
」
と
決
意
表
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
「
国
会
前
デ
モ
な

ど
、
市
民
運
動
の
広
が
り
は
希
望

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

『
私
も
、
希
望
の
光
を
強
め
て

い
く
た
め
に
、
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。』 

     

５
日
の
分
科
会
で
は
、
呉
市
の

海
上
自
衛
隊
最
大
の
貯
油
所
を

視
察
し
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
か

ら
07
年
に
、
こ
の
貯
油
所
か
ら
補

給
艦
が
イ
ン
ド
洋
・
ア
ラ
ビ
ア
海

に
派
遣
さ
れ
、
米
軍
に
給
油
し
ま

し
た
。
近
く
に
あ
る
大
麗
女
弾
薬

庫
は
、
長
射
程
距
離
ミ
サ
イ
ル
の

配
備
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
進
め
ら

れ
て
い
る
軍
備
増
強
の
実
態
を
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。』 

 

『
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
批
准
し
、
世
界
に
不
安
で

は
な
く
安
心
を
与
え
る
国
に
な

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。』 

    

特
別
企
画
「
市
民
と
議
員
の
対 

話
」
で
は
、
被
団
協
の
金
本
弘
事

務
局
次
長
が
、
「
日
本
政
府
は
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を
」
と
求

め
ま
し
た
。 

広
島
で
カ
フ
ェ
を
経
営
す
る

安
彦
恵
里
香
さ
ん
は
、
「
多
く
の

議
員
が
核
抑
止
力
論
を
前
提
と

し
て
い
る
が
、
田
村
さ
ん
の
質
問

に
は
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
田
村
委
員
長

は
、
「
核
抑
止
力
論
は
、
い
ざ
と

な
っ
た
ら
核
兵
器
を
使
う
こ
と

が
前
提
だ
」
と
指
摘
し
、
「
非
核

三
原
則
」
を
変
え
よ
う
と
す
る
逆

流
を
許
さ
ず
、
核
兵
器
廃
絶
を
進 

 

２０２６年８月２３日(日) 日本共産党 発行 第２６２８号 週刊 

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系      救急電話相談♯７１１９ 

８／23(日) （内科系） 米島内科・眼科 米島 234 ℡747-1234  （小児科系）春日部ふじばなファミリークリニック 

下柳 420-1 イオンモール 1 階 ℡797-8027 （外科系）さくら皮フ科 中央 1-1-1-4 階 ℡760-4112 

８／30(日) （内科系） 南部厚生病院 大場 20-1 ℡736-7511   （小児科系）あゆみクリニック 大枝 400-4    

℡731-3283  （外科系）山崎整形外科 牛島 1081-3 ℡763-5011 

 

 

 

休
日
の
当
番
医 

 

核
兵
器
を
な
く
し
、
平
和
な
世
界
を 

核
兵
器
禁
止
世
界
大
会
に
春
日
部
か
ら
参
加 

      

  

       
  

  

核
兵
器
の
使
用
は 

人
道
上
許
さ
れ
な
い 

  

軍
備
増
強
の
実
態
を 

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い 

核
兵
器
廃
絶
の
た
め 

政
治
を
変
え
よ
う 
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